
【
西
条
】
新
採
７
割
が
加
入

し
組
合
員
の
３
分
の
１
が
青

年
。
青
年
部
の
活
発
な
活
動

を
促
し
、
入
っ
て
よ
か
っ
た

組
合
に
し
た
い
。
【
宇
和
島

病
院
】
２
交
代
制
導
入
・
労

働
時
間
管
理
に
組
合
意
見
反

映
さ
せ
、
改
善
さ
せ
て
い
く
。

【
現
業
】
行
政
の
責
任
を
果

た
せ
の
声
を
届
け
、
正
規
採

用
実
現
に
と
り
く
む
。
【
新

居
浜
】
住
居
手
当
改
定
を
職

場
の
声
集
め
、
交
渉
し
見
送

ら
せ
た
の
は
成
果
。
育
休
正

規
代
替
も
引
き
続
き
重
点
と

し
て
と
り
く
む
。
【
伊
予
】

職
場
懇
談
会
を
重
視
。
業
務

や
住
民
要
求
の
複
雑
化
・
多

様
化
で
職
場
要
求
も
複
雑
化

し
て
い
る
。
「
活
動
の
基
本

は
対
話
」
で
進
め
る
。
【
自

治
体
一
般
】
会
計
年
度
職
員

の
組
織
化
を
重
視
し
全
県
で

拡
大
に
と
り
く
む
。
【
青
年

部
】
単
組
の
青
年
部
活
動
を

援
助
し
て
い
き
た
い
。
「
青

プ
ロ
」
延
期
を
準
備
期
間
が

延
び
た
と
考
え
、
成
功
へ
と

り
く
み
た
い
。
【
内
子
】
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
商
店
街
へ
の

寄
付
を
実
施
。
【
大
洲
】
会

計
年
度
任
用
職
員
の
要
求
・

交
渉
で
、
改
善
を
め
ざ
す
。

【
宇
和
島
】
労
働
時
間
管
理

の
適
正
化
が
課
題
。
マ
ス
ク

を
購
入
し
組
合
員
に
配
布
。

南
予
は
復
興
も
途
上
、
今
年

の
豪
雨
災
害
に
心
が
痛
む
。

【
津
島
吉
田
病
】
吉
田
病
院

充
実
の
住
民
署
名
約
４
千
筆

を
市
長
に
手
渡
し
。
公
的
病

院
再
編
リ
ス
ト
か
ら
吉
田
病

院
が
外
れ
独
自
再
編
計
画
進

め
ら
れ
る
。
組
合
で
災
害
支

援
物
資
を
集
め
、
愛
媛
労
連

に
熊
本
へ
届
け
て
も
ら
っ
た
。

【
西
予
】
新
型
コ
ロ
ナ
影
響

を
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
で
集
め
、

危
険
手
当
２
月
遡
及
支
給
や

職
員
へ
の
配
慮
な
ど
実
現
さ

せ
た
。
【
非
正
規
公
共
】
来

年
２
月
に
愛
媛
で
「
非
正
規

全
国
集
会
」
を
行
う
。
【
今

治
】
自
分
は
組
合
の
先
輩
に

育
て
て
も
ら
い
、
お
金
で
買

え
な
い
も
の
を
職
場
や
組
合

員
に
提
供
し
て
い
る
。
組
合

に
つ
い
て
み
ん
な
で
語
り
、

活
動
を
発
展
さ
せ
た
い
。

【
新
居
浜
水
道
】
土
木
技
術

職
の
応
募
が
少
な
か
っ
た
が
、

粘
り
強
い
要
求
で
新
採
２
人

と
職
務
経
験
者
を
さ
ら
に
２

人
増
員
で
き
た
。
【
今
治
水

道
】
役
員
の
世
代
交
代
で
若

手
と
先
輩
が
協
力
し
て
組
合

活
動
に
良
い
影
響
が
出
て
い

る
。
【
周
桑
病
院
】
コ
ロ
ナ

対
策
は
少
し
緩
和
さ
れ
た
。

就
業
規
則
に
あ
い
ま
い
な
と

こ
ろ
が
あ
り
改
正
さ
せ
た
い
。

【
東
温
】
初
任
給
を
県
に
合

わ
せ
て
改
善
の
回
答
。
【
共

済
議
員
】
自
治
労
連
が
議
員

代
表
に
な
っ
た
。
今
年
が
選

挙
の
年
で
あ
り
、
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
【
保
育
部
会
】

募
集
し
て
も
保
育
士
が
集
ま

ら
な
い
状
況
が
あ
る
。
【
女

性
部
】
平
和
行
進
や
千
羽
鶴

の
つ
ど
い
な
ど
の
平
和
の
と

り
く
み
、
毎
月
フ
ラ
ワ
ー
デ

モ
開
催
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
４
署

名
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

【
四
国
中
央
】
分
散
勤
務
に

対
し
単
組
要
求
を
提
出
し
改

善
さ
せ
た
。
会
計
年
度
任
用

職
員
の
声
も
集
め
要
求
書
を

提
出
し
た
。

８
月
７
日
「
『
平
和
の
使

者
』
千
羽
鶴
を
海
外
へ
送
る

つ
ど
い
」
が
開
か
れ
、

20人

が
参
加
。
県
内
か
ら
集
め
ら

れ
た
千
羽
鶴
約

15万
３
千
羽

を
海
外
３
カ
国
へ
贈
り
ま
し

た
。
は
じ
め
に
原
爆
と
戦
争

の
犠
牲
者
を
追
悼
し
黙
祷
。

今
井
平
和
行
進
県
実
行
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
。
「
核
兵
器

禁
止
条
約
の
発
効
は

50カ
国

の
批
准
が
必
要
だ
が
、
昨
日

ま
で
に

43カ
国
が
批
准
し
あ

と
７
カ
国
と
な
っ
た
。
ま
た

被
爆
者
の
方
も
高
齢
と
な
り
、

被
爆
体
験
や
平
和
の
思
い
を

引
き
継
ぐ
必
要
が
あ
る
。
平

和
行
進
や
こ
の
『
つ
ど
い
』

も
毎
年
実
施
し
て
お
り
海
外

と
の
交
流
も
広
が
っ
た
。
継

続
が
力
に
な
っ
て
い
る
」
な

ど
あ
い
さ
つ
。
渡
部
県
平
和

行
進
事
務
局
長
が
今
年
の
平

和
行
進
の
状
況
を
報
告
。
今

年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
被
爆
者
を

招
く
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
「
若
い
世
代
の
平
和

へ
の
願
い
」
と
「
被
爆
体
験

の
継
承
」
と
し
て
稲
葉
愛
媛

労
連
青
年
部
事
務
局
長
が
思

い
を
語
り
、
被
爆
体
験
を
朗

読
。
稲
葉
さ
ん
は
「
私
た
ち

は
被
爆
体
験
を
聞
く
だ
け
で

な
く
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
『
平
和
の
波
』
に

と
り
く
ん
で
い
る
。
私
た
ち

が
平
和
を
引
き
継
ぐ
、
そ
の

決
意
を
表
明
し
た
い
」
な
ど

発
言
。
記
念
撮
影
を
し
海
外

へ
の
発
送
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
ス
ペ
イ
ン
・
ノ

ル
ウ
ェ
ー
・
韓
国
の
３
カ
国

の
平
和
活
動
団
体
へ
贈
り
、

こ
れ
ま
で
を
合
計
す
る
と
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カ
国

89団
体
４
９
４
万
１
千

羽
に
達
し
ま
す
。

（１） 第５２３号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２０年 ８月２０日

第 ５２３ 号

日 程

【８月】

21 書記部会定期総会（web）

22 県本部拡大執行委員会

自治労連共済実務研修会

非正規公共評幹事会

自治労連保育部会定期大

会（web）

25 津島吉田病院局労組執行

委員会

29 自治労連現業評議会定期

大会・女性部定期大会・非

正規公共定期大会（web）

30 自治労連青年部定期大会

（web）

【９月】

５ 愛媛労連定期大会

（共済会館）

青年部幹事会

自治労連都市職部会定期

大会・町村職部会定期大会

（web）

10 四国Ｂ幹事会（四国中央）

19 県本部拡大執行委員会

県本部現業評議会幹事会

中予総支部定期総会

20 自治労連医療部会定期大

会（web）

次の「要求の《視点＝ものさし》」で、要求の確信を深め、実現をめざします。

① 賃金給与・権利、人員・健康・働きがいを、住民のために仕事ができる職場につなげる要求

② 労働者の健康や権利を守り、憲法や労働法令・職場民主主義が守られる職場につなげる要求

③ すべての労働者・住民の生活改善で、景気回復・地域活性化・自治体の将来につなげる要求

次の「３つの活動」を軸に、すべての単組が自治労連運動をすすめます。

① 職場の悩み・課題・改善要望など組合員一人一人の「声」を集め、職場要求に基づく「要求書提出」を、職場改善に

むけた「労働組合の基礎活動」と位置づけ、すべての単組での実践を目指します。

②「定期的な情報発信」で労働組合の活動状況を職場に返すことを「労働組合の役割」とし、役割を発揮するため、

定期大会や執行委員会などの機関会議の定例開催で活動の活性化を図ります。

③ 職場の要求活動・日常活動とあわせ、自治研活動や共済活動をとおして組織拡大をすすめ、地域や全国のなかまと

一致する要求で、「職場づくり」「仲間づくり」「地域づくり」をすすめます。

（（（（1111））））キキキキャャャャッッッッシシシシュュュュババババッッッッククククププププレレレレゼゼゼゼンンンントトトト

〔対象者〕組合員でかつ共済新規加入者

（本人のみ）

（（（（2222））））セセセセッッッットトトト共共共共済済済済掛掛掛掛金金金金ププププレレレレゼゼゼゼンンンントトトト

〔対象者〕組合新規加入者（本人のみ）

（（（（3333））））加加加加入入入入促促促促進進進進奨奨奨奨励励励励金金金金

（（（（4444））））退退退退職職職職者者者者のののの共共共共済済済済継継継継続続続続補補補補助助助助

（（（（5555））））単単単単組組組組ししししゃゃゃゃべべべべりりりり場場場場補補補補助助助助

…１単組年間10万円上限（１回あたり５万円上限）

（（（（6666））））単単単単組組組組のののの独独独独自自自自事事事事業業業業補補補補助助助助

…１単組年間５万円上限（福引キャンペーン・誕生日カード

など）

（（（（7777））））県県県県本本本本部部部部大大大大会会会会・・・・部部部部評評評評部部部部会会会会・・・・ススススポポポポーーーーツツツツ大大大大会会会会補補補補助助助助

７
月

18

日
、
県
本
部
「
第

79

回
定
期
大
会
」

に

20

単
組

74

人
（
＋
来
賓
・
争
議
団
６
人
）
が

参
加
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
消

毒
液
・
飛
沫
防
止
ア
ク
リ
ル
板
設
置
、
マ
イ
ク

随
時
消
毒
、
常
時
換
気
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
な
ど
対
策
を
講
じ
開
催
。

22

人
の
発
言
・

意
見
を
受
け
、
全
て
の
報
告
・
議
案
を
採
択
、

新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
（
※
発
言
抜
粋
）



西
条
市
職
労
は
７
月

29日

定
期
大
会
を
開
催
し
代
議
員

等

47人
＋
委
任
状

67の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
は
じ
め
に

山
内
委
員
長
か
ら
「
今
年
の

新
採
職
員
の
約
７
割
が
組
合

に
加
入
し
て
く
れ
た
。
し
か

し
目
標
の
１
０
０
％
加
入
に

は
届
か
ず
、
来
年
は
達
成
し

た
い
。
県
本
部
運
動
方
針
の

『
３
つ
の
原
点
』
要
求
活
動
・

職
場
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り

と
『
循
環
型
運
動
』
を
西
条

市
職
労
の
運
動
に
も
取
り
入

れ
組
合
活
動
を
さ
ら
に
推
進

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
経

過
報
告
で
は
要
求
活
動
の
到

達
点
、
活
動
交
流
を
報
告
。

活
動
方
針
で
は
、
運
動
強
化

へ
西
条
・
東
予
・
丹
原
の
旧

３
単
組
の
運
動
を
継
承
し
つ

つ
組
合
活
動
の
包
括
的
見
直

し
と
財
政
強
化
の
専
門
部
を

立
ち
上
げ
改
善
に
と
り
く
む

な
ど
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
８
月
４

日
定
期
大
会
を
開
催
し

50人

が
参
加
。
経
過
報
告
の
後
、

次
年
度
の
運
動
と
し
て
「
人

員
問
題
」
「
会
計
年
度
任
用

職
員
」
「
育
休
代
替
の
正
規

配
置
」
な
ど
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
代
議
員
か
ら
「
賃

金
学
習
会
を
実
施
」
「
コ
ロ

ナ
禍
で
仕
事
と
家
庭
の
両
立

に
つ
い
て
考
え
た
」
「
技
術

職
の
人
員
不
足
が
技
術
継
承

に
影
響
」
「
給
食
調
理
場
の

大
規
模
セ
ン
タ
ー
化
計
画
が

浮
上
」
な
ど
の
職
場
課
題
の

発
言
に
対
し
、
藤
田
委
員
長

は
「
職
員
不
足
に
よ
る
仕
事

へ
の
影
響
が
ど
の
職
場
か
ら

も
出
さ
れ
た
。
職
場
の
危
機

的
状
況
を
当
局
に
伝
え
要
求

課
題
へ
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
答
弁
。
次
年
度
方
針
案
は

全
会
一
致
で
可
決
。
大
会
終

了
後
に
は

10年
間
委
員
長
を

務
め
た
高
橋
元
委
員
長
へ
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は
７
月

19

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

対
策
を
取
り
な
が
ら
、
定
期

大
会
を
開
催
し
、
６
単
組

13

人
が
参
加
。
力
石
部
長
は

「
本
日
、
参
加
人
数
を
限
定

し
大
会
が
開
催
で
き
た
。

『
青
プ
ロ
』
な
ど
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
に
な
っ
た
が
、
議
論

を
深
め
活
動
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
あ
い
さ
つ
。
活
動
経
過

を
報
告
し
、
活
動
方
針
と
し

て
「
単
組
を
超
え
た
青
年
の

交
流
」
「

11月
県
自
治
研
青

年
講
座
」
「
青
プ
ロ
四
国
」

「
反
核
へ
ん
ろ
」
な
ど
を
提

案
。
各
単
組
か
ら
発
言
が
あ

り
、
議
案
を
全
会
一
致
で
採

択
。
役
員
選
出
を
行
い
、
新

部
長
と
な
っ
た
坂
東
さ
ん
が

「
初
め
て
で
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
多
い
で
す
が
が
ん
ば
り

ま
す
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
お
願

い
し
ま
す
」
と
決
意
表
明
。

「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」
で
大

会
を
締
め
ま
し
た
。

今
治
市
職
は
７
月

15日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し

10人

が
参
加
。
佐
々
木
委
員
長
よ

り
「
県
本
部
の
組
織
拡
大
学

習
会
に
参
加
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
い
か
し
、
今
年
の
組
合

説
明
会
は
呼
び
か
け
方
法
の

工
夫
を
し
て
み
た
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
熱
が
伝
わ
っ
た
よ

う
で
、
一
般
職
が
５
人
加
入

し
た
」
と
報
告
。
説
明
会
に

参
加
し
た
執
行
委
員
か
ら
も

「
こ
れ
ま
で
は
加
入
呼
び
か

け
の
『
も
う
一
押
し
』
に
遠

慮
が
あ
っ
た
が
、
自
信
を
持
っ

て
呼
び
か
け
ら
れ
た
こ
と
が

結
果
に
つ
な
が
っ
た
」
な
ど

感
想
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
団
体
交
渉
に
向
け
て
の

準
備
、
組
織
拡
大
で
は
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
実
態
調
査
と
あ

わ
せ
て
組
合
加
入
を
呼
び
か

け
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

南
予
総
支
部
は
８
月
７
日
、

２
０
２
０
年
度
総
会
を
開
催

し

17人
が
参
加
。
直
近
の
活

動
報
告
で
は
、
「
単
組
定
期

総
会
を
急
き
ょ
書
面
開
催
と

し
た
」
【
内
子
】
「
７
月

21

日
夏
季
要
求
書
を
提
出
」

【
西
予
】
「
７
月
単
組
定
期

大
会
に
て
執
行
委
員
長
を
交

代
」
【
宇
和
島
】
「
７
月
単

組
定
期
大
会
で
新
委
員
長
と

な
っ
た
。
単
組
設
立

10周
年

記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
検
討
中
」

【
宇
和
島
病
院
】
「
介
護
職

員
向
け
の
慰
労
金
の
早
期
支

給
へ
協
議
進
め
た
い
」
【
津

島
吉
田
病
】
な
ど
、
各
単
組

の
世
代
交
代
が
進
ん
で
い
る

報
告
が
あ
り
、
次
年
度
の
活

動
方
針
と
予
算
が
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

終
了
後
は
会
場
を
移
し
、
い

つ
も
よ
り
間
隔
を
あ
け
て
懇

親
会
を
行
い
ま
し
た
。

県
本
部
保
育
部
会
は
８
月

２
日
幹
事
会
を
行
い
、
６
単

組
８
人
が
参
加
。
活
動
報
告

の
後
、
「
自
治
体
保
育
担
当

課
懇
談
」
「
県
子
育
て
支
援

課
要
請
懇
談
」
「
地
方
自
治

研
究
愛
媛
県
集
会
（
保
育
分

科
会
）
」
に
つ
い
て
協
議
。

保
育
分
科
会
で
は
「
保
育
職

場
は
密
を
避
け
に
く
い
職
場

で
あ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
（
換
気
、
消
毒
、
行

事
開
催
な
ど
）
に
つ
い
て
県

内
各
園
で
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
か
情
報
交
流
し
て

は
ど
う
か
？
」
と
の
意
見
に

対
し
、
職
場
で
の
感
染
防
止

対
策
な
ど
を
議
論
し
て
も
ら

い
、
出
さ
れ
た
意
見
を
市
町

担
当
課
と
の
懇
談
、
県
保
育

担
当
課
要
請
に
反
映
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
職
場

交
流
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
行
事
が
中

止
。
採
用
応
募
者
が
減
っ
て

い
る
」
「
参
観
日
・
プ
ー
ル
・

運
動
会
は
実
施
方
法
を
工
夫

し
て
各
園
で
ど
う
す
る
か
検

討
し
て
い
る
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
コ
ロ
ナ
が
少
し
落
ち
着
い

た
と
安
心
す
る
間
も
な
く
大

雨
で
大
変
な
地
域
が
出
て
い

ま
す
。
き
び
し
い
現
実
に
な

ん
と
か
ふ
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

（
西
条
・
矢
野
）

■
冷
や
し
中
華
、
美
味
し
い

で
す
よ
ね
。
我
が
家
の
夏
の

定
番
、
孫
が
大
好
き
で
良

く
土
曜
日
の
お
昼
と
か
に

作
っ
て
ま
す
。
お
店
で
食
べ

る
と
結
構
な
お
値
段
し
ま

す
が
、
家
で
は
夏
野
菜
た
っ

ぷ
り
で
安
物
…
の
ハ
ム
で
具

沢
山
で
も
一
人
前
の
値
段
で

家
族
中
が
食
べ
れ
ま
す
！
家

庭
料
理
バ
ン
ザ
ー
イ
！
主
婦

の
力
も
中
々
の
も
の
で
す
！

（
西
条
・
日
野
）

■
職
場
の
近
く
に
あ
る
、
い

つ
行
っ
て
も
満
席
の
ラ
ー
メ

ン
屋
さ
ん
。
オ
ー
プ
ン
し
て

数
年
後
経
つ
け
ど
ま
だ
食
べ

に
行
け
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

も
家
族
で
私
だ
け
未
体
験

（

!?）
…
冷
や
し
中
華
あ
ま

り
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
（
笑
）

（
西
予
・
山
里
）

■
パ
ズ
ル
の
回
答
を
し
て
い

る
の
は
６
月
末
、
ま
だ
ジ
メ

ジ
メ
し
て
い
る
時
期
。
冷
や

し
中
華
を
食
べ
た
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
馴
染
み
の
店
は

梅
雨
明
け
後
に
「
冷
や
し
中

華
始
め
ま
し
た
」
の
チ
ラ
シ

が
張
り
出
さ
れ
ま
す
。
食
べ

ら
れ
る
の
は
も
う
少
し
先
か

な
…
そ
れ
ま
で
、
我
慢
我
慢
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
今
治
市
で
コ
ロ
ナ
感
染
者

が
発
生
し
た
時
、
短
時
間
で

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
ら
い
ざ
ら
い
拡

散
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
使
い

方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
今
治
一
般
・
越
智
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５２３号

２０２０年 ８月２０日

■
５
２
１
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ヒ
ヤ
シ
チ
ュ
ウ
カ
」

（
冷
や
し
中
華
）
で
し
た
。

正
解
は

16通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

田
村

淳
（
新
居
浜
）

日
野
明
美
（
西

条
）

篠
原
紀
代
（
伊

予
）

山
里
敬
一
郎
（
西

予
）

筒
井
芙
美
香
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
９
月

27日
【
発

表
】
５
２
５
号
（

10月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①問題にならないこと。論外

④陶器と磁器

⑦洋服の首回りに沿ってくりこむ襟の線。

ネックライン

⑧網を編むこと。また編む人。

⑨取る方法

【タテのカギ】

①（英語）社会的責任を一時的に免除・

猶予されている青年期

②（英語）要約すること。○○○○○○版

③大○○、小○○、ナイア○○

⑤井上ひさしの長編小説「○○○○人」

⑥エスプレッソなどのコーヒーの専門知識と

技術を持って給仕をする人

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

日
本
中
世
に
瀬
戸
内
海
で
活
動
し
た
…

に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


